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センター・オブ・イノベーション（COI）拠点等として２件が採択されました 

  

文部科学省及び独立行政法人科学技術振興機構が募集を行った「革新的イノベーションプロ

グラム（COI STREAM）」拠点公募に関し、山形大学より、COI―Ｔ（トライアル）として１件､COI-T

のサテライトとして１件が採択されました。採択された２件は、いずれも平成２５年度のYU-COEとし

て選定された研究拠点を核とするものであり、今後、更なる拠点化が期待されます。 

 

〇採択された拠点の概要 

１．拠点名：個人ニーズ未来ものづくりで健康・感性文化豊かな生活を目指すフロンティア有機システム 

イノベーション拠点（COI-T(トライアル)として採択）  

（プロジェクトリーダー）大日本印刷株式会社 三宅 徹 事業開発ｾﾝﾀｰ長 兼 研究開発ｾﾝﾀｰ長  

（研究リーダー）山形大学大学院理工学研究科 大場好弘教授 

（研究概要） 

多様な個人のニーズに対応したスマートデバイスを製造する有機革新技術にデザイン・感性をICT

で融合して、人と人・モノを有機的に繋ぐアンビエント快適空間創造、高いQOLを実現する健康長寿

自立ヘルスケアシステム・サービスをトータルソリューションとして構築することを目指す。このよう

な新ライフスタイルが活力を生む社会システムを形成するため、コア技術や社会実装へのマイルス

トーンの明確化と必要な拠点体制の整備を行う。 

（参画機関） 
大日本印刷(株)、積水ハウス(株)、ＮＥＣライティング(株)、パナソニック(株)、コニカミノルタ(株)、日本ゼオン(株)、(株)カネカ、三菱重工

業(株)、ルミオテック(株)、(株)KEN OKUYAMADESIGN、東レ(株)、東レエンジニアリング(株)、富士フイルム(株)、ＪＳＲ(株)、横河電機(株)、

サトーホールディングス(株)、ＤＩＣ(株)、日立化成(株)、大塚化学(株)、豊田合成(株)、(株)パイオラックスメディカルデバイス、住友ゴム

工業(株)、日本電気(株)、東北芸術工科大学、仙台高等専門学校、(独)産業技術総合研究所 

 

２．拠点名：感性に基づく個別化循環型社会創造拠点―有機３Ｄ⁺プリンターシステム拠点― （明治大学

が採択されたCOI-T「感性に基づく個別化循環型社会創造拠点」のサテライトとして採択） 

（研究リーダー）山形大学大学院理工学研究科 古川英光教授（ライフ･3Dプリンタ創成センター長） 

（研究概要） 

トライアル拠点と連携し、拠点のビジョン実現に貢献するため、ものづくり支援ツール（有機３Ｄ⁺プリ

ンターシステム）の基盤整備を目指し、デザインされたモノのデジタルデータから、多様な有機物を

３次元造形し、個人ニーズのモノを印刷により具現化する要素技術の研究開発に向けた検討を行

う。 

（参画機関）三菱レイヨン(株)、帝人(株)、サンアロー(株) 

 

（お問い合わせ） 

 山形大学有機エレクトロニクス研究センター 

研究プロジェクト支援室 電話：0238-26-3590 

 



 

 

 

（参考） 

 

１． 革新的イノベーション創出プログラム（COI STREAM）について 

 

 

（１）概要：COI STREAMのコンセプトは、『10年後、どのように「人が変わる」のか、「社会が変

わる」のか、その目指すべき社会像を見据えたビジョン主導型の研究開発プログラム』で

あり、既存の概念を打破し、これまでにない革新的なイノベーションを創出するイノベーシ

ョンプラットフォームを我が国に整備することを目的とする。 

 

（２） 採択の方法：平成 25年 6月 11日（火曜日）から 8月 12日（月曜日）までの間、文部科学

省及び独立行政法人科学技術振機構から提案募集が行われた結果、190件の提案があ

り、提案内容について、ガバニング委員会の下、厳正なる審査を経て、選定が行われた。 

 

（３）拠点採択等一覧 

 

 

 

  
名称 概要 採択数 

COI 

 ビジョンを達成するため、企業や大学だけでは実現でき

ない革新的なイノベーションを産学連携で実現する拠点

の中核機関 

12 

COI-S（サテライト） 
技術が革新的であり、中核機関のビジョンを補完する機

関 

サテライト

11 

COI-T（トライアル） 
 将来の拠点候補として、ビジョン達成に向けたコンセプ

トの検証や要素技術の検証を行う。 

トライアル

14 

サテライト 5 

COI-AS （A-STEP

（研究成果最適展開

支援プログラム）） 

JSTにおいて実施しているA-STEPプログラムにより、大

学と企業が一体となって、実用化に向けた研究開発を実

施。 

A- STEP型 

2 



 

 

 

（参考２） 

 

 ２．ＣＯＩ－Ｔ（トライアル）「感性に基づく個別化循環型社会創造拠点」概要 

   

  

 

構成 拠点名 
PL(プロジェクトリーダー)/ 

RL（研究リーダー） 
研究概要 参画機関 

COIトラ

イアル 

感性に基づく個別化

循環型社会創造拠

点 

●PL：松原 健二 

（前コーエーテクモHD代表

取締役社長）  

●RL：村井 純 

（慶應義塾大学 環境情報

学部長）  

人それぞれが受動的消費者ではなく創造的生活者と

なる循環型の未来社会に向けて、人と社会における感

性価値の指標化、個人に変革をもたらす創造活動支

援技術、ディジタルファブリケーション技術を、密に連

携して研究開発する。これを制度設計も含めて社会に

実装するための仕組みを構築する。 

明治大学、チー

ムラボ（株）、ニ

コニコ学会β、

（株）ドワンゴ、

産業産術総合

研究所、情報科

学芸術大学院

大学  

サテラ

イト 

感性に基づく個別化

循環型社会創造拠

点―ディジタルファ

ブリケーション国際

研究拠点― 

● RL：田中浩也 

（慶應義塾大学 環境情報

学部准教授/慶應義塾大学

SFC研究所ソーシャル・ファ

ブリケーション・ラボ代表） 

トライアル拠点と連携し、拠点のビジョン実現に貢献す

るため、ディジタルファブリケー ション、オープンデザ

イン・インクルーシブデザイン、ネットワーク上分散製

造生産、およびこれら３つの基盤領域のコアとなる技

術を開発すると同時に、国際的な連携体制を確立す

る。 

慶應義塾大学、

ローランド・ディ

ー・ジー、神奈

川県、一般社団

法人 Mozilla 

Japan 

感性に基づく個別化

循環型社会創造拠

点―感性価値創造

研究拠点― 

●ＲＬ：長田 典子  

(関西学院大学 感性価値

創造研究センター長/教授） 

トライアル拠点と連携し、拠点のビジョン実現に貢献す

るため、感性価値の指標化に向けた基盤整備として、

感性価値（好み・楽しさ・心地よさ等）の計測・評価・可

視化技術の基礎検討、並びに、個人のモノづくりを題

材とした感性価値のモデル化とフィードバックの検証

を行う。 

関西学院大学、

金沢美術工芸

大学、中京大学 

感性に基づく個別化

循環型社会創造拠

点―有機３Ｄ＋プリン

ターシステム拠点― 

●RL：古川 英光 

（山形大学 ライフ・3Dプリ

ンタ創成センター長  教

授） 

トライアル拠点と連携し、拠点のビジョン実現に貢献す

るため、ものづくり支援ツール（有機３Ｄ＋プリンターシ

ステム）の基盤整備を目指し、デザインされたモノのデ

ジタルデータから、多様な有機物を３次元造形し、個人

ニーズのモノを印刷により具現化する要素技術の研

究開発に向けた検討を行う。 

山形大学、三菱

レイヨン（株）、

帝人（株）、サン

アロー（株） 




